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１．研究目的

　ものをみる“みえ方”（形態覚）の評価は、高いコントラストの視標のみからなる標準視力表で行われている。しかし、｢視力が良くても“見えにくい”｣と感じることは少なくない。その一因は、日常生活の視対象物がさまざまなコントラストで構成されているからで、視対象物のコントラスト（白黒の対比）が低い場合には、見えにくさを感じる。さらに、ヒトは加齢に従ってコントラスト識別能（感度）が徐々に低下し、日常生活の視活動時の不自由度が増加する。いわゆる、日常生活における視覚の質（Quality of Vision; QOV）の低下である。そのため、近年ではコントラストを識別する能力の評価が重要視されており、いくつかの装置が開発されている。しかしながら、近距離の視活動を想定したものは、　　これまで殆ど開発されていないのが現状である。
　そこで本研究では、日常生活の視対象物のコントラストを基盤とした近用コントラスト視力表を開発し、精密印刷技術をもつ安井株式会社の協力で製作した。
[image: image1.emf]２．新近用コントラスト視力表 
[image: image2.emf]試作した新近用コントラスト視力表（New Contrast Near Vision Chart；以下NCNV）を図１に示す。視標はランドルト環、1.5～0.04までの計18段階である。また、日常生活の視対象物のコントラスト値は37.8％から95.5％の範囲にあることが調査で判明したので、コントラスト値（%）を90～10％までの計10種類とした。これにより、既存の測定装置に比べ日常生活環境を想定した広範囲の実用的測定が可能となった。視力表には、同一視力値の視標が横に    5列配列されている。検定の結果、視力測定基準に準じた厳密な視力判定ができることが判明した。
３．精度の検定および年代別測定（図２）
NCNVは、既存の視力表と相関関係を示し、既存と同様の精度を持つことが証明された。また、若年者と高齢者の比較測定では、若年者に比べ高齢者のコントラスト視力が低下した。
４．応用の可能性

現在は、試作した視力表（NCNV）を実用性の面からの製品化を検討している段階である。NCNVの精度を向上させ実用化することができれば、日常の視生活を想定したQOV評価法として、QOV向上のための一助を担うだけではなく、下記の分野への応用が期待できる。
・携帯電話及び文字表示の視科学的応用　・公共の視対象物の視科学的改善

・高齢者の交通事故原因調査への利用　　・眼科臨床応用と検診への利用
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（図１）NCNVの全ての10種類のchart


 精密な視標のコントラストが特殊な


 フィルターで低下する。
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（図２）NCNVによる測定
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